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はじめに
このたびはデコーダ内蔵レーザスキャナDS4800をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
本取扱説明書ではDS4800の設置方法・接続方法・仕様に基づく内容を記載しておりますので、必ずご一読い
ただきますようにお願いいたします。

ご注意
①本書の内容の全部または一部を無断で転載することは禁止されています。
②本書の内容に関しては改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承下さい。
③本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤り記載漏れなどお気付きのことが
　ございましたら巻末記載の弊社担当窓口までご連絡くださるようお願いいたします。
④運用した結果の影響については③項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承下さい。
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1. DS4800外観図

①読み取り窓
②2行X16桁 LCD表示
③動作OK表示 LED(FOCUSロック切替 )
④グッドリード表示 LED(SETUPモード )
⑤同期信号表示 LED(LEARNモード )
⑥通信表示 LED(TESTモード )
⑦ STATUS表示 LED
⑧ FOCUS調整スクリュー
⑨X-PRESSスイッチ

READY

GOOD

TRIGGER

COM

STATUS

FOCUS

SETUP

LEARN

TEST

2. レーザの安全対策について

DS4800で使用されているレーザビームは低出力ですが、長時間凝視
すると目に悪影響を及ぼすことがあります。このスキャナの動作中は
レーザビーム出力窓を凝視しないで下さい。また、鏡のようなもので反
射されたレーザビームであっても、目に当たらないように設置して下さ
い。DS4800は EN60825-1 規格によるとクラス２レーザ製品とし
て分類され、CDRH規格でもクラス２レーザ製品として分類されます。
このスキャナのレーザビームは可視光帯の波長でレーザビーム出力窓か
ら放射されます。そこで右の警告ラベルが、スキャナのレーザビーム出
力窓の隣に貼付されています。

DS4800のレーザダイオードはクラス３Ｂに相当するものを使用して
おり、最大出力は40ｍＷ (630nm～680nm) に達する可能性があ
りますので、DS4800本体の改造や調整は絶対に行わないようにして
下さい。また、電源をＯＮにした状態で本体を開けないようにご注意下
さい。

ご注意

また、右のレーザビームとスキャナの分類を示しているラベルは本体の
裏面に貼付されています。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧ ⑨
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3. DS4800の特徴

以下に、DS4800の主な特徴を挙げます。
・600～ 900スキャン /秒の高速スキャン
・高周波レーザ変調機能を内蔵しており、優れた外乱光特性を発揮
・最新のバーコードデータ再構成機能 (ACR4) を標準装備
・供給電源はDC10〜 30Vで様々な環境での電源に対応
・X-press スイッチにより、読み取りテスト等がPC無しでも可能
・マスタースレーブネットワーク (ID-NET) を内蔵しており、高速ネットワークを利用可能
・IP65保護クラスハウジングの採用により、強い保護が必要な産業分野に威力を発揮

4. 型番一覧とアクセサリ

DS4800には以下のタイプがあります。

	 DS4800-1000		  ACRデコード内蔵リニアスキャンタイプ

また、DS4800には以下のアクセサリをオプションでご用意しております。
	 CBX100		  小型端子台BOX
	 CBX500		  高機能端子台BOX		
これらの製品の詳細についてはご購入先の販売店、もしくは巻末の弊社営業窓口までお問い合わせ下さい。

5. LEDの表示について

DS4800に装備されているの6つの LEDは通常動作時にそれぞれ以下の状況を表示します。
動作OK表示ＬＥＤ (図 1の③ ) : バーコードリーダの動作準備が完了していることを示します。(緑 )
グッドリード表示 LED( 図 1の④ ) : バーコードの読み取り可能であることを示します。(緑 )
同期信号表示 LED( 図 1の⑤ ) : 同期センサが動作中であることを示します。(黄 )
通信表示 LED( 図 1の⑥ ) : メインシリアルインターフェイスが稼動中であることを示します。(黄 )
STATUS表示 LED( 図 1の⑦ ) : バーコードがノーリードであることを示します。(赤 )
電源表示 LED( ケーブル接続部 ) : バーコードリーダに電源が供給されていることを示します。(青 )
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DS4800がお手元に届きましたら、すぐに開梱して、以下のものがあるか、確認して下さい。もし、不足・
破損等がある場合は、ご購入先の販売店、もしくは、巻末の弊社営業窓口まで、ご連絡をお願いします。

①DS4800( コネクタケーブル付属 )	 1
②取扱説明書（ハードウェア）	 1
③バーコードテストチャート（Grade A）	 1
④ Genius インストーラCD	 1
⑤ L型取付金具	 1
⑥ビス・ワッシャーセット (各 8個 )	 1
⑦シリアルNo. ラベル	 2
⑧ネットワーク用終端抵抗 (120Ω )	 2

6.2 梱包内容

6. 設置

DS4800を運用するまでに必要な手順は以下の通りです。
	 ①個装箱を開けて、全ての物がそろっているか確認して下さい。
	 ②本取扱説明書のP1「2. レーザの安全対策について」を全てお読み下さい。
	 ③ DS4800を設置する場所に仮固定します。
	 ④ DS4800をご使用条件に合わせて正しく接続します。
	 ⑤ DS4800を起動して、読み取り位置の調整を行い、設置する場所にしっかりと固定をします。
	 ⑥ DS4800の内部設定パラメータをご使用条件に合わせて設定を行います。
	 ⑦最後に要求する動作が可能かテストを行います。
これからは、上記の手順にて、設置に関する詳しい内容を説明します。

6.1 設置の手順
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DS4800本体

取付金具

DS4800は設置の仕方によって様々な状態での使用が可能です。スキャナ本体のネジ穴（M4）は取付金具のた
めのものです。下図は、スキャナ本体と取付金具の外形寸法図です。設置の際に参照して下さい。また最適な取
付位置については、P12「12. 読み取り性能について」を参照して下さい。

6.3 DS4800の取付について

取付金具
使用例



DS4800取扱説明書Ver1.00

�

6.4.1D-sub25コネクタ
　　　DS4800のD-sub25オスコネクタピン配列は以下の通りです。

6.4 ケーブル接続

ピン2・ピン3・ピン4・ピン5はDS4800のメインインターフェイスのタイプにより接続が
異なります。詳細はP7「7. メインシリアルインターフェイス」を参照して下さい。
ピン8・ピン11・ピン12・ピン22はDS4800の内部設定により動作が異なります。詳細は
P11「10. 信号出力」を参照して下さい。

ピン番号 端子名 機能
1 CHASSIS 筐体アース
2 TX232/TX485+/RTX485+ ＊メインシリアルポート
3 RX232/RX485+ ＊メインシリアルポート
4 RTS232/TX485-/RTX485- ＊メインシリアルポート
5 CTS232/RX485- ＊メインシリアルポート
6 I2A 入力2信号 ( ＋ )
7 GND ( 電源 /通信 ) グランド
8 O1＋ 出力1信号 (＋ )
9 VDC 電源入力 (＋ )
10 I2B 入力2信号 ( － )
11 O2＋ 出力2信号 (＋ )
12 O2－ 出力2信号 (－ )
13 VDC 電源入力 (＋ )
14 NC 未接続
15 NC 未接続
16 NC 未接続
17 NC 未接続
18 I1A 同期信号 (＋ )
19 I1B 同期信号 (－ )
20 RX AUXシリアルポート
21 TX AUXシリアルポート
22 O1－ 出力1信号 (－ )
23 ID ＋ 高速インターフェイス (＋ )
24 ID － 高速インターフェイス (－ )
25 GND ( 電源 /通信 ) グランド

ご注意

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

252423222120191817161514



�

DS4800取扱説明書Ver1.00

7. メインシリアルインターフェイス
DS4800は以下のシリアルインターフェイス信号が得られます。
	 RS232インターフェイス
	 RS422/RS485ノンポーリング (全 2重 ) インターフェイス
	 RS485ポーリング (半 2重 ) インターフェイス
これらはパラメータ設定にて切替が可能です。次に各インターフェイスの接続について詳しく説明します。

・DS4800の電源にはDC10〜 30Vの安定した電源を使用して下さい。
・DS4800の突入時ピーク電流値は約1A程度となる場合がありますので、出力に余裕のある　
電源を使用して下さい。
・電気的ノイズからDS4800を保護するために必ず接地グランドの接続を推奨します。

6.4.3 電源の配線について
DS4800の電源接続は以下の方法にて接続が可能です。

ご注意

接地グランド

DC10～30V
GND
FG

VDC
GND

CHASSIS

外部機器DS4800
9/13
7/25

1

6.4.2 CBX100/500の接続と端子配列について

 +V -V O1+ O1- O2+ O2-
        OUTPUTS

 +V I2A I2B -V
            INPUT2

 TX RX
     AUX 3

 Vdc GND
 POWER

Earth
 REF ID+ ID-
        ID-NET

Shield
 +V I1A I1B -V
          TRIGGER

  SGND
   AUX 2

1 Vdc GND
 POWER

Earth
 REF ID+ ID-
        ID-NET

Shield
 SGND TX RTS RX CTS
 MAIN (R)TX+ (R)TX- RX+ RX-

CBX100/500を使用する場合
はGNDとSGNDとREFは必
ず共通のグランドを接続して下
さい。これらの端子はCBX内部
にフィルター回路が内蔵されて
おり、これらの端子間で電位差
が0.8V以上になるとこのフィ
ルター回路の故障の原因となり
ます。

ご注意

CBX100/500の端子配列
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メインシリアルインターフェイスで使用が可能なRS232インターフェイスはホスト等の機器とDS4800をポイ
ント・トゥー・ポイント にて接続する場合に使用するインターフェイスです。RS232インターフェイスを選択し
た場合のDS4800と接続機器との配線は以下の通りに行います。

7.1 RS232インターフェイス

RTS/CTSプロトコル有効時

DS4800 ホスト
SD
RD
RS
CS
SG

TX 2
RX 3

RTS 4
CTS 5

SGND 7 無手順(ノープロトコル)時

DS4800

7

ホスト
SD
RD
SG

TX
RX

SGND

2
3
7

DS4800の RS232インターフェイスは以下の通信プロトコルをサポートしています。
	 RTS/CTS( ハードウェア制御によるプロトコル )
	 XON/XOFF( ソフトウェア制御によるプロトコル )
以下では、各プロトコルでの通信手順を説明します。
RTS/CTS
RS232インターフェイスで使用されている通信制御の1つで、RTS線及びCTS線という制御信号線を用いて
ハード的な制御を行います。
制御手順
①端末がデータ送信準備完了となると、RTS線をアクティブ状態にする。
②端末のCTS線がアクティブであれば、端末はデータの送信を開始する。
③もし端末のCTS線が非アクティブであれば、データ送信を中止する。
④CTS線が通信中に非アクティブになると、端末は再びアクティブになるまでデータ送信を中断する。
　(ホストはデータの受信準備ができるとRTS線をアクティブにして、端末からのデータ受信の待機をする。)
　( もしホストが busy 状態になったときは、RTS線を非アクティブにしてデータの受信を中断する。)

データ送信開始 データ送信終了
+V

RTS
-V

+V
TX232

-V

+V
CTS

-V

データ送信 データ送信

送信中断

ENABLE ENABLE

DISABLEアイドル アイドル

D1 D2 D3 D4 D5

XON/XOFF 制御
XON/XOFF 制御とは、RS232インターフェイスにて通信を行う際に利用される通信制御方式のひとつで、デー
タの送受信ラインで制御を行うソフトウェアによる制御方法です。
制御手順
①データ送受信中にXOFF(13hex) キャラクタを受信すると、受信側が busy 状態にあるので、送信側は
　データの送信を中断する。
②データ送信側はXON(11hex) キャラクタを受信するまで、データ送信は中断する。
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このインターフェイスはホスト等の機器とDS4800を
ポイント・トゥー・ポイントの接続で、電気的ノイズの
発生する環境やRS232では規格外の長距離通信を必要
とする場合に使用するシリアルインターフェイスです。
このインターフェイスを使用した場合のDS4800と接
続機器との配線は右図の通りに行います。

7.2 RS485ノンポーリング (全 2重 ) インターフェイス
ホスト
RD＋
RD－
SD＋
SD－
SG

DS4800

ツイストペア

ツイストペア

TX 2
TX
RX
RX
SGND

4
3
5
7

マルチプレクサとの接続時は、マル
チドロップ線の両端に必ず終端抵抗
(120Ω ) を入れて下さい。

ご注意

このインターフェイスは複数台のDS4800をデー
タロジック社製マルチプレクサMX4000を使用し
たマルチドロップ接続にて一括管理をする場合に使
用するインターフェイスです。このインターフェイ
スを使用した場合のDS4800とマルチプレクサと
の配線は以下の通りに行います。

7.3 RS485ポーリング (半 2重 ) インターフェイス

MX4000DS4800

ツイストペア

MULTIDROP(+)

MULTIDROP(-)

MULTIDROP GND

RTX
RTX
SGND

2
4
7

最大1200m

最大2m

SGND

2
4
7

DS4800
ID=n

最大31まで
CHASIS

1

DS4800
ID=1CHASIS

1

DS4800
ID=0CHASIS

1

SGND

2
4
7

RTX＋

RTX－

RTX＋

RTX－

RTX＋

RTX－

SGND

2
4
7

120Ω

120Ω

シールド

SHIELD

MULTIDROP (+)

MULTIDROP (-)

MULTIDROP GND

13

14

12
1

マルチプレクサ
MX4000

もし、RX＋とRX－間にホストを接
続しない場合にはノイズ等に影響を受
ける可能性があるので、右図の様に
RX＋とRX－とSGNDを短絡させ
て信号レベルを安定させて下さい。

ご注意

ホスト
RD＋
RD－
SD＋
SD－
SG

DS4800

ツイストペア

TX 2
TX
RX
RX
SGND

4
3
5
7
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8. AUXシリアルインターフェイス

このインターフェイスは、DS4800の内部パラメータ
設定を変更する場合やローカルエコー接続、パススルー
接続やマスター /スレーブ接続等を行う場合に使用する
インターフェイスで、RS232のみをサポートしていま
す。
このインターフェイスを使用する場合のDS4800と各
種機器との配線は右図の通りに行います。

ホスト
SD
RD
SG

DS4800
TX AUX
RX AUX
SGND

20
21
7

9. ID-NETインターフェイス

このインターフェイスは、DS2100NやDS4800やDS4800等の ID-NET対応機器を最大32台まで高速
ネットワークで接続可能なインターフェイスです。このインターフェイスで接続する方法としては以下の2通り
があります。

最大1000m
(マルチ同期)
最大100m
(シングル同期)

シールド

最大2m

ホスト等上位機器

ID-NET(+)

ID-NET(-)

23
24

DS4800
スレーブ

最大31台まで

CHASIS1

120Ω
13
25

ID-NET(+)

ID-NET(-)

23
24

DS4800
スレーブ

CHASIS1

13
25

ID-NET(+)

ID-NET(-)

23
24

DS4800
マスター

CHASIS1

120Ω
13
25

電源
DC12～24V

+ -
RS232
RS422
RS485

9.1 各リーダに共通の電源を供給する場合
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最大1000m
(マルチ同期)
最大100m
(シングル同期)

シールド

最大2m

ホスト等上位機器

ID-NET(+)

ID-NET(-)

DS4800
スレーブ

最大31台まで

CHASIS1

120Ω13
25

ID-NET(+)

ID-NET(-)
DS4800
スレーブ

CHASIS1

13
25

ID-NET(+)

ID-NET(-)
DS4800
マスター

CHASIS1

120Ω13
25

電源
DC12V
-

DC24V

RS232
RS422
RS485

23
24
25

23
24
25

23
24
25

GND

GND

GND

電源
DC12V
-

DC24V

電源
DC12V
-

DC24V

9.2 各リーダに独立した電源を供給する場合

10. 信号入力
DS4800は同期信号用に1点の入力端子を装備しています。この同期信号がアクティブ状態の間、黄色の LED
が点灯し、デコーディングが可能であることを示します。この入力はフォトカプラにて絶縁処理されており、
NPN入力でもPNP入力でも起動できます。接続方法を以下に示します。

入力機器
＋24V
OUT

GND

外部電源
DC30V max.

NPNトランジスタ入力、外部電源使用時

DS4800
I1A
I1B

18
19

外部機器
＋24V
OUT

GND

外部電源
DC30V max.

PNPトランジスタ入力、外部電源使用時

DS4800
I1A
I1B

18
19

入力機器
＋24V
OUT

GND

NPNトランジスタ入力、内部電源使用時

DS4800
VDC 9

GND 25

I1A
I1B

18
19

外部機器
＋24V
OUT

GND

PNPトランジスタ入力、内部電源使用時

DS4800
VDC 9

GND 25

I1A
I1B

18
19

この信号線の電気的定格は以下の通りとなっています。
		  最大電圧　　DC30V				    最大電流値　12mA
この入力端子はチャタリング等による誤動作を防止するために、入力信号の立ち上がり時に約5msec のディレー
が発生しますので、それを考慮して同期信号のタイミングを検討して下さい。
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11. 信号出力
DS4800には2点の制御出力端子を内蔵し
ており、右図の様に接続して使用します。

外部機器
IN

COM

DC30V max.

負荷OUT1

8

22

OUT2

11

12

DS4800

外部供給電源による負荷がかかる時は、電圧は30V未満でなければなりません。
最大消費電力の値は、コレクタ電流値よりも優先します。
出力端子の１つが連続的に起動されると、パルスで130mAに満たない場合でも、最大電流
は40mAを超えないようにして下さい。

ご注意

これらの制御出力信号は内部パラメータの設定により、以下の動作に設定することが可能です。
ノーリード出力		 読み取り動作中にバーコードの読み取りができない場合に出力します。
			   ( 動作モードの設定がオンライン・シリアルオンライン時のみ有効です。)
ライト出力		  読み取り動作中にバーコードの読み取りができた場合に出力します。また、ベリファイモー
			   ド時は登録したデータとバーコードデータが一致した場合に出力します。
ロング出力		  登録されているデータと読み取りデータが一致しない場合に出力します。
			   ( ベリファイモード設定時のみ有効です。)
ノーリード /ライト /ロング出力はいずれもレベルまたはパルスで設定することができます。パルスで設定した
場合は40ms〜 15sec のパルスが生成されます。これらの出力はフォトカプラにて外部機器と絶縁されていま
す。電気的特性は以下の通りです。
	 コレクタエミッタ間電圧	 最大30V
	 コレクタ電流			   40mA continuous ; 130mA pulsed
	 飽和電力（VCE）		  10mAで 1V
 	 最大消費電力			   80mW（周囲温度45℃時 )

DS4800はその他に1点の入力端子を装備しています。この端子はベリファイアを使用している場合に
DS4800で読み取ったバーコードデータをベリファイデータとして登録する際に使用します。接続方法は下図の
通りとなります。

入力機器
＋24V
OUT

GND

外部電源
DC30V max.

NPNトランジスタ入力、外部電源使用時

DS4800
I2A
I2B

6
10

外部機器
＋24V
OUT

GND

外部電源
DC30V max.

PNPトランジスタ入力、外部電源使用時

DS4800
I2A
I2B

6
10

入力機器
＋24V
OUT

GND

NPNトランジスタ入力、内部電源使用時

DS4800
VDC 9

GND 25

I2A
I2B

6
10

外部機器
＋24V
OUT

GND

PNPトランジスタ入力、内部電源使用時

DS4800
VDC 9

GND 25

I2A
I2B

6
10

この信号線の電気的定格は以下の通りとなっています。
		  最大電圧　　DC30V				    最大電流値　12mA
この入力端子はチャタリング等による誤動作を防止するために、入力信号の立ち上がり時に約5msec のディレー
が発生しますので、それを考慮して同期信号のタイミングを検討して下さい。
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スキュー角とは以下の図のSで表される角度で、読み取り時はこの角度を±15゜以上に調整して下さい。

コンベア移動方向

S

12. 読み取り性能について
DS4800は様々な角度で移動中のバーコードラベルを読み取れるように設計されていますが、極端に角度が
付いている場合は読み取り性能が低下します。DS4800設置の際には、以下の3つの理想的な読み取り角度
を考慮して下さい。

ピッチ角0゜、スキュー角±15～30゜、チルト角0゜
以下ではそれぞれの角度について説明します。

ピッチ角とは以下の図のPで表される角度で、読み取り時はこの角度を最小になる様に調整して下さい。

P

コンベア移動方向

スキュー角が±15゜以下になった場合、DS4800 はバーコードラベルからの直接反射光によって、
極端に読み取り性能が低下するおそれがありますので、注意する必要があります。ご注意

T

コンベア移動方向

チルト角とは以下の図のTで表される角度で、読み取り時はこの角度を最小になる様に調整して下さい。

DS4800を ACRデコード (バーコードデータ再構成機能 )を使用する場合には、このチルト角を広
げて使用することが可能となります。ご注意
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13. ステップラダーとピケットフェンスについて
DS4800が移動するバーコードに対する走査回数は、以下のパラメータで変ります。
・1秒当たりの走査回数		 ・バーコードの移動速度
・バーコードの寸法		  ・バーコードの移動方向に対する走査方向
DS4800がバーコードを確実に読み取るためには、バーコードが通過中に少なくとも5回は走査できるよう
にして下さい。

ステップラダー
　バーコードの移動方向に対して垂直に走査する場合、
DS4800の有効走査回数は次式で求められます。
	 SN = [(LH/LS) × SS] - 2
	 SN=有効走査回数
	 LH=  ﾊﾞｰｺｰﾄﾞラベルの高さ（mm）
	 LS=ラベルの移動速度（mm／秒）
	 SS=1秒当たりの走査回数
　例えば、1,250mm／秒で移動する高さ25mmの
　バーコードを読み取る場合、DS4800(800
　スキャン／秒 )の有効走査回数は次のようになります。
	 [(25/1250) × 800] - 2 = 14 （回）

LH

LS速度で
ラベルが移動

DS4800

ピケットフェンス
　バーコードの移動方向に対して平行に走査する場合の有効走査回数は次式で求められます。
　SN = [((FW-LW)/LS) × SS] -2
　SN=有効走査回数			   FW=読み取り領域幅（mm）
　LW=  ﾊﾞｰｺｰﾄﾞラベル幅 (mm)	 LS=  ﾊﾞｰｺｰﾄﾞラベルの移動速度 (mm／秒 )
　SS=1秒当たりの走査回数
　例えば、読み取り領域幅200mmの間を1,500mm／秒で移動する50mm幅のバーコードを読み
　取る場合、DS4800(800スキャン／秒 )の有効走査回数は次のようになります。 
　[((200-50)/1500) × 800] - 2 = 78 （回）

LS速度で
ラベルが移動

LW
FW

DS4800


